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１－１．デジタルエコノミー 

 最初に言われたのが米国民主党クリントン政権のもと1998年エマージング・デジタル・
エコノミーが取り上げられ、2000デジタルエコノミーが世に出された。 

 その後、米国共和党政権となっても2002年から2004年までブッシュ大統領のもとで
デジタルエコノミーが喧伝されが、ITバブル崩壊とともにブームは終息した。 

１．デジタルエコノミー 

デジタルエコノミー 
⇒ 収益逓増 

マイクロソフトのビジネスモデル 
新たな経済学の誕生 

2000年初頭 
 ITバブル崩壊とともに終息 
特殊なケース 

一般化は出来ない 

と、言われたが！ 
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１－２．新たなデジタルエコノミーの時代 

 ECの普及、定着により消費者の行動も変化し、何時でも、何処でもの消費が膨らむ。 

 中国においても、スマートフォンの爆発的普及により、既存の流通業を押しのけてECを
始めとしたデジタルサービスが流通や生活の隅々にまで入り込んでいる。 

 B2Bの世界においてもデジタル流通の世界が急速に進んでいる。 

 製造業、流通・物流、カスタマー・サービスがデジタル化、素材から消費者までエンド・
ツー・エンドでデジタルに繋がる世界が登場している。 

１．デジタルエコノミー 

デジタルロジスティクス 

デジタルマニュファクチャリング 

デジタルエージェント 

デジタルエクスペリエンス 
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１－３．モノの世界に浸透するデジタルエコノミー 

１．デジタルエコノミー 

2000年のデジタルエコノミー 

2016年のデジタルエコノミー 

 流通のネットワーク化 
 流通とIT産業の話 
 情報財の経済原則の革新 

 産業全体の話 
 全てのモノ・サービスのデジタル化 
 人の能力のデジタル化 
 産業構造の革新 

EC 

オムニチャネル 

デジタルマーケティング 

今では当たり前 

IoT 

インダストリー4.0/IIC 

自動運転 

人工知能 
まだ始まったばかり 

深化 

新たな経済モデルとしての 
デジタルエコノミー 

産業の実態としての 
デジタルエコノミー 

× 情報財と流通 

製造へ拡大 

 消費のオンデマンド化 
 消費ロットサイズの縮小 
（カスタマイズ化/パーソナル化） 
 流通のグローバル化 

消費特性としての 
デジタルエコノミー定着 

 変化し続ける需要 
 変化速度の増大 
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２－１．製造業を取り巻く環境としてのデジタルエコノミー化 

２．製造業とデジタルエコノミー 

出典：Fraunhofer-Gesellschaft（フラウンホーファー研究機構）Prof. Dr.-Ing. Thomas 
Bauernhansl氏の2014年10月講演（フォーラム＠ベルリン）公開資料をもとにNRI作成 

1850 

1913 

1955 

1980 

2000 

1930年代のフォード工場 

1980年代のフォード工場 

ガラスの工場 
フォルクスワーゲン社 

製品当たりの 
生産数 

製品数 

3Dプリンタ 

手工業 

大量生産 

多品種 
少量生産 

パーソナル化 

グローバル化 

地域化 

AUDI社オンライン 
コンフィギュレーション 

T型フォード 1913 
ブラック１色 

より多くのバリエーション 
カスタマイゼーション 
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２－２．既に変わっている世界 ＜Harley Davidson＞ 

 過去ハーレーダビッドソンは工場で標準モデルのオートバイを生産し、ディーラーにおいてオプションを加えてカ
スタマイズするビジネスモデルであった。 

 リーマンショック後の全世界的な不況の中で、ハーレイダビッドソンの業績も落ち込み改革が求められた。 

 改革の中心はカスタマーフォーカス“Sell Freedom not just bikes!“を旗印にして、「何時でも、何処のライン
でも、どのモデルでも」生産できる工場を目指して改革を進めた。 

 ペンシルバニアのヨーク工場でハーレイダビッドソン自ら顧客の指定するカスタム仕様のオートバイの生産 

 生産リードタイムを２１日から６時間に削減、工場スペースは大幅減。コスト７％減、純利益１９％増を達成。 

 ９０秒に１台のカスタマイズされたオートバイをラインオフ。 

２．製造業とデジタルエコノミー 

出所）SAP2015/4/23 IoT研究会資料をもとにNRI作成 
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２－３．自動車販売と工場が直接繋がる世界 

 究極のカスタマイゼーションへの対応 － AUDI London City Store － 

２．製造業とデジタルエコノミー 

出所）AUDI社ホームページより抜粋 

自動車を置かない自動車のショールーム 
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出所）AUDI社ホームページより抜粋 

２－４．自動車も個別カスタマイズの時代に 

２．製造業とデジタルエコノミー 

ベースとなるモデルから選択して 
エンジン、外装、内装、装備等を選択 



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 11 

出所）AUDI社ホームページより抜粋 

２－５．顧客の要求仕様が直接工場に届く（究極のマスカスタマイゼーション） 

２．製造業とデジタルエコノミー 

各ステップで2～10程度のオプションがあり、 
数千種類のAUDIが出来上がる 
→ これを直接工場に発注する 
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３－１．デジタルモノづくり ＜事例：ダイソン＞ 

３．製造業の変貌 

最大市場 
＜北米＞ 

第二市場 
＜日本＞ 

研究所 
＜ロンドン＞ 

生産工場 
＜マレーシア＞ 

モーター工場 
＜シンガポール＞ 

製造設備 
＜熊本＞ 

デザイン ：イギリス 
生産設備 ：日本 
設計生産 ：アジア 
市場 ：北米／日本 

出所）ダイソン社、平田機工ホームページ他よりNRI作成 

＜歴史＞ 

1990年：1号機、日本の国際産業デザイン見本市で受賞。日本のS社とライセンス契約 

1993年：日本からのライセンス料を元手にして、にダイソン社を設立。 
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デジタルによる統合 

３－１．デジタルモノづくり ＜事例：ダイソン＞ 

３．製造業の変貌 

日本仕様掃除機 
（DC48） 

• デジタルモーター V4 
• 101000RPM超高速モーター 
• 完全自動化ライン 
• 超精密６軸削り出し 

セレクティブ・レーザー 
・シンタリング 

日本 熊本県 
ラインビルダー（平田機工） 

デザイン 設計 モックアップ 生産準備 量産 販売 

3Dプリンタ 
試作 

製造ライン 

150もの試作 

ロンドン シンガポール／マレーシア 日本 

高速化 分離 

出所）ダイソン社、平田機工ホームページ他よりNRI作成 
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３－２．デジタルモノづくり ＜事例：平田機工＞ 

 電気製品、自動車及び関連部品、半導体、医療機器等の生産設備の設計開発を行うラインビル
ダー。かつては国内受注比率が高かったが、急速に海外受注比率が増加し逆転。 

 生産設備の汎用化を進めており、製品が変化するにつれて生産ラインを組み替えられるよう設備
を標準化しモジュール化している。 

 生産ラインを構成するソフトウェア、ハードウェアの全体をインテグレーション。 

 生産設備設計のCAD化、自社工場内で生産ラインを組み上げ、稼動を確認した上でデータとと
もに納品。 

３．製造業の変貌 

ACSコンセプト ラインシミュレーション 

出所）平田機工ホームページ／営業資料より 
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３－３．変わるモノづくり ＜ＥＳＯの台頭＞ 

３．製造業の変貌 

詳細設計 
作図 

CAE 試作 試験 設計構想 
商品企画・ 
基本設計 

ベンチマーク 

詳細 
図面 検証済 

ラフ 
スケッチ 

各種 
レポート 

アウトソーサ 

分析 
結果 

•試験工程 •試作品 •各種CAE •図面起こし •競合分析 •市場調査・ 
消費者 
分析 

•ターゲット 
設定 

アウトソーサ 

自動車メーカ 自動車メーカ 

自動車設計の肝 

注）CAE：Computer Aided Engineering 
＝ITを活用して工業製品の設計・開発工程を支援する仕組み 

注）ESO: Engineering Service Outsourcing 

米系自動車メーカＡ社の新興国モデル開発におけるアウトソース 

モック 
アップ 

出所）NRI India ESO調査をもとに作成 
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３－４．ＥＳＯの起源 

 CATIAが開発され、CAD/CAM、CAEが製造業の中で浸透し始めたころから、ESOが 
出現。欧米を中心にしたエンジニアリングのアウトソーサーが先駆け 

３．製造業の変貌 

出所）NRI India ESO調査 

各国のESO主要プレーヤーとその歴史的変遷 

欧州系 
ESO 

日系 
ESO 

主要プレーヤー 

※旧インクス 

特色 

• 成熟した専門家集団（大半がドイツ企業） 
• 分野特化型が多く、「技術と知見」を買うために 
起用する企業が多い 

• 元々は、金型・試作メーカーであったが、Catiaの
導入をホンダに対して実施したことから、エンジニア
リングアウトソーシングの受託を開始 

• 日本には大型のESOは多く存在していない 

• 近年は、コストベネフィットを背景に、インドのESO
が、グローバルで存在感を拡大している 

出所）NRI India ESO調査をもとに作成 

インド系 
ESO 
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３－５．ＥＳＯの発展 

 インドにおける豊富なIT・工学系人材、製造業におけるアウトソースの拡大から、 
ESO業態が成長し、様々なESO企業が出現している。 

３．製造業の変貌 

IT派生型 

製造業 
スピンオフ型 

特化型 

• 製造業企業の一部/出
身者が独立 

• メカニカルに強み 

• 組み込みソフト、MBD
開発等のプロセス軸や
航空機等の産業軸で
の特化型 

• インドIT企業が潤沢なリ
ソースを背景に進出 

• 一部企業は試験設備
を保有 

豊富な工学系人材 

伝統的な製造業基盤 

Digital Engineering/IT 

米国との補完関係 

Engineering 
Service 
Outsourcing 
(ESO) 

インドESO業態拡大の背景 インドESO企業の代表的類型 

出所）NRI India ESO調査をもとに作成 
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ソフト系 

３－６．ＥＳＯの機能 

 メカニカルだけでなく、ソフト・ITシステムも含め、生産準備段階まで、製造業メーカから
総合的なアウトソースを受託できる。 

３．製造業の変貌 

出所）NRI India ESO調査をもとに作成 

メカ系 
様々な領域について一貫したメカニカルエンジニアリン
グ業務を実施（下記は自動車の例） 

IT・システム系 

各製品と連携したクラウドなどのITインフラ・システムの設計及び構築 
特に通信プラットフォーム等の設計に強み 
各種PLMの統合など 

Interior 

Exterior 

Cooling 

ベンチマーク 作図・CAE 試作・試験 

EOSの守備範囲 

ソフトウェア実装 
モデル 

実車要求 
(機能開発仕様) 

実車検証 
(実車キャリブ) 

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑｺﾝｾﾌﾟﾄ 
(設計構想) 

制御モデル 

ソフトウェア要求 
モデル 

ソフトウェア仕様 
モデル 

実機検証 
(ベンチキャリブ) 

機能検証 
(HILS) 

システム 
設計 

ソフトウェア 
設計 
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３－７．ＥＳＯの事例 ＜Ｗｉｐｒｏ社＞ 

 ESO業態でも最大規模を誇り、様々な顧客にエンジニアリングサービスを提供している。 

３．製造業の変貌 

出所）Wipro社提供資料/BOSCH Engineering & Business Solutions ホームページ  

全社 PES 

$ 73億ドル 
≒8,541億円 

154,297人 

(1,018社) 

売上 

従業員 

顧客 

$ 13億ドル 
≒1,500 億円 

19,000人+ 

80社 
（Fortune 500） 

(FY2013-14) 

Wipro社のProduct Engineering Services(PES)部門 

17.8% 

12.3% 

World Leader, Global Service 

Provider Rating 
1st 
2009-14 

130+  
Patents & invention disclosures 

reports (IDRs)  in recent years 

20+ years experience  

in Product & Engineering 

services 

Wiproは、ESOとしてもインドで
トップの地位を占めている 
（Zinnovによるランキングでは長
年1位としてランクされている） 

元々製造業出身であったことから、
数々の製造業に対して、デジタル
エンジニアリング、設計、アプリケー
ション・組込ソフトウェア開発、検証
等のサービスを提供 

グローバルな企業と協業しており、
顧客には、GE、シーメンス、HP等、
グローバル企業が多く含まれる 

BOSCH Engineering & Business Service 
売上 385M€ ≒440億円 
従業員  17000人＋ 
センター インド/ベトナム/メキシコ 

＜参考：欧州企業がインドに子会社設立＞ 
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４－１．モノが変わる ＜製品のデジタルツイン化／マスカスタマイゼーション化＞ 

 製品のデジタルツイン化が進み、ソフトウェアベースでの設計の多様性が増す。 

 これに応える形で生産の柔軟性も増しマスカスタマイゼーションが進む。 

 デジタルツインをベースに製品のアフターサービスがパーソナル化されデジタルネット
ワーク化される。 

 製品に締めるソフトウェア価値が重要となり、カスタマイズ化パーソナル化が付加価値
の源泉となる。 

４．ＩＴのパラダイム変化 

出所）PTC 

https://www.youtube.com/watch?v=OuozgZXkJCE
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４－２．開発生産が変わる ＜開発生産のデジタルツイン化＞ 

 開発生産プロセスが３DCADを通じてデジタル化され、アウトソーサーの活用が一般化する 

 既に動いている生産設備をブロックのように組み替えたり、ソフトウェアをアップデートす
ることによって、生産する製品のバリエーションを増やしたり、生産性の改善が図れる。 

 設計データ、保守データ、運用データを組み合わせ分析することにより、予測保全や運用
方式の改善、さらには生産設備のハードウェアの改善が成される。 

４．ＩＴのパラダイム変化 

デジタルの世界 

生産設備の3DCAD化 

生産設備の可視化 

設計情報 

現実世界 

生産設備のIoT化 

運用保守情報 

制御／改善／改革 

工場丸ごとスキャン 

IoTレトロフィット 

デジタルツイン化 
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４－３．製品・製造のデジタルツイン化を経営に生かす 

４．ＩＴのパラダイム変化 

経営計画 
販売計画／生産計画 

資材供給 資材購買 生産計画 生産／在庫 販売／配送 

生産資材割当部材発注 

生産指示部材供給 

監視制御 

作業 

ビジネスシステム 
(ERP) 

オペレーションシステム
(MES) 

SCADA(Supervisory Control And Data Acquisition) 

企業経営の 
ための仕組み 

製造 
オペレーション 
のための 
仕組み 

これまでは繋がっていなかった。 
これを繋ぐのが、 

インダストリー4.0 

これまでのERPはこ
こが繋がらなかった。 

Machine 
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４－４．企業が変わる ＜企業のデジタルツイン化が見え始めている＞ 

 モノ・カネの流れ、及び、ヒトの動きをリアルタイムに記録・可視化し、企業活動の様々な
局面で計画・実行・分析・改善に活用 

 標準化されたデジタル基盤の上に業務を載せることにより、様々な業務が連携して動く 

 タイムリーな企業活動の可視化、シミュレーションによる経営意思決定の精度向上、 
高速化 

４．ＩＴのパラダイム変化 

現実世界 デジタルの世界 

企業活動を計画 
シミュレーション 

企業活動を可視化、分析し 
リスクや課題を明確化 

企業活動の 
デジタルモデル 

意思決定 
課題・対策の実行 

 何処までやるのか？ 
 海外の競合は？ 
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４－５．Ｐ＆Ｇ社のビジョン 

 実際にモノ・カネの流れ、及び、ヒトの動きを記録・可視化し、企業活動の様々な局面で
計画・実行・分析・改善に活用している企業 

 毎週のグローバル戦略会議で、タイムリーに資源振り分け等の経営意思決定を実施 

４．ＩＴのパラダイム変化 

ボブ・マクドナルド 
元 P&G CEO 
現 アメリカ合衆国退役軍人長官 

I want P&G to be the most technology 

enabled company in the world. 
（P&Gを世界でもっとも技術志向の企業にしたい） 

We want to be the first company 

that digitizes from end to end. 
（企業の隅々までがデジタル化されている世界初の企業になりたい） 

P&Gのグローバルオペレーションは世界で 
最も高い評価を受けている 
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４－６．企業のデジタルツイン化の課題 

４．ＩＴのパラダイム変化 

IoTシステム構成図の国際的標準書式 

ビジネスアプリケーションの世界 
 

• 大量データ。 
しかしこれまでのERPの範囲内。 

• 伝票、帳票、資産台帳、材料購買、販売、人
事… 

IoT製造オペレーションの世界 
 

• 大量データ。 
これまでに企業に蓄積されたデータの何桁も上
のデータ。 

• 設備稼働、品質管理、生産数量… 

オペレーションの現場から発生する膨大なデータを
経営に活用する仕組みは、ほとんど出来ていない。 
 

→ インダストリー4.0で実現を目指す鍵の一つ 

伝票/帳票の世界 

モノの世界 

インダストリー4.0で整備が進む標準化を記述するフレームワーク 
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４－７．ＩＴ技術の革新が進められている 

 企業の中で事業運営のための仕組みと、生産、物流等のオペレーションのための仕組
みを繋ぎ、効率的に活用するための基盤はまだ出来上がっていない。 

 これをどのように作り上げるかが大きな課題となっている。 

４．ＩＴのパラダイム変化 

アプリベンダー 

xxxxxxxxx
xxxxxxxxx
xxxxxxxxx
xxxxxxxxx
xxxxxxxxx
xxxxxxxxx

クラウドサービスベンダー 

アプリA アプリB アプリC 

開発生準・量産改善 
業務支援アプリ群 

ERP生産管理 
アプリ群 

製造設備メーカー／生産ラインインテグレータ 生産設備群 

データ基盤 

工場A 工場A 工場A 

把握 
指示 

計測 
制御 

常に変わり続けるアプ
リと設備制御を統合 

• 巨大なデータ群 
• 自律分散構造化 

インメモリーデータベース 
クラウド/フォグ等 
技術革新が必要 
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１．デジタルエコノミー 

２．製造業とデジタルエコノミー 

３．製造業の変貌 

４．ＩＴのパラダイム変化 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 
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５－１．デジタルエコノミーにおける企業競争力 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

デジタル 
エンタープライズ 

デジタルプラットフォーム 
経済圏 

マスカスタマイゼーション 
ソフトウェアによる付加価値 
生産と販売の直結 

開発生産のデジタル化 
アウトソーサーの活用 
企業間連携のデジタル化 

製品のデジタル化の 
進展 

製造のデジタル化の 
進展 

デジタル化を最大限に活用出来る 
企業の競争力が増す 

企業内部のデジタル化 外部連携のデジタル化 

２つの方向性 

 
 消費のオンデマンド化 
 消費ロットサイズの縮小（カスタマイズ化/パーソナル化） 
 流通のグローバル化 

消費のデジタルエコノミー化 
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５－２．バリューチェーン全体を管理する 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

バリューチェーンに繋がる、世界の全工場の生産状況を詳細に把握し 
工場、倉庫、輸送中の在庫を把握し 
需要変動に即応して生産変更、輸送先変更が可能 
常に変化を予測し、対応方策をシミュレーションし事前に手が打てる 

ここまで出来なくても良いと思っていた 
 

競合企業がこれを実現する世界 

消費のデジタルエコノミー化 

 変化し続ける需要 
 変化速度の増大 
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５－３．現場と経営との距離を縮める 

 工場毎の生産状況や地域毎の販売状況を、組織階層を遡りながら報告をしていては 
間に合わない。 

 状況をデジタル化されたデータで直接把握することが必要となってきている。 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

国内 
事業本部 

工場A 工場B 

生産本部 

国内販売 OEM販売 

営業本部 

海外 
事業本部 

地域A 
支社 

物流 
センター 

地域販社 

地域B 
支社 

工場C 工場D 
物流 
センター 

地域販社 

国内事業 海外事業 

海外 
事業本部 

組織階層を遡る報告 

直接データで把握 

バッチ 

リアルタイム 



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 33 

５－４．ＥＲＰの変遷 

 時代に合わせてERPは進化し続けている。1990年代以降、機能拡張と統合化を進め
てきたが、2015年以降、機能間連携のリアルタイム化、周辺機能のクラウド化が進ん
できている。 

 今後IoTの深化とともに、ERPに求められる機能そのものが変わっていく。 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

基幹業務統合
（ERP） 

・受発注管理 
・在庫管理 
・会計 

(1)初期のERP (2)機能拡張・囲い込み (3)次世代ERP業務の統合化 

基幹業務 
（ERP） 

サプライチェーン管理 
（SCM） 購

買
・
仕
入
先 

管
理(S

R
M

) 

顧
客
管
理 

(C
R

M
) 

1970年代 1990年代～ 2010年代～ 

クラウド化 

基幹業務 
（ERP） 

サプライ 
チェーン管理
（SCM） 

購
買
・
仕
入
先 

管
理(S

R
M

) 

顧
客
管
理 

(C
R

M
) 

クラウド化 

バッチ連携 リアルタイム連携 
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デジタルエンタープライズの 

イメージビデオをご覧ください。 
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５－５．デジタルプラットフォーム経済圏 

 デジタルプラットフォームを活用することにより、競争力の源泉となる、設計技術、職人
スキル、調整能力や、特殊なノウハウ、ハードウェア、ソフトウェアの価値を最大化する。 

 このために、競争領域についてはブラックボックス化を進め、最大限競争力を高めるこ
とに内部資源を集中し、非競争領域のプロセスについては外部資源や汎用化された
サービスを活用して、コストを下げるばかりではなく最大のパフォーマンスを追及する。 

 事業者毎に持つ競争領域と汎用サービスを組み合わせて、より高い競争力を持つ。 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

デジタルプラットフォーム 

競争領域 
非競争領域 

A 

(技術調達) 
競争領域 

非競争領域 
A 

競争領域 
非競争領域 

A 
競争領域 

非競争領域 
A 

A社 

B社競争領域 汎用サービス 

B社 C社 
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５－６．競争領域と非競争領域 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

構想設計 詳細設計 試作/テスト 生産技術 生産設備 量産試作 量産 

ESO活用 

EMS活用 ﾗｲﾝﾋﾞﾙﾀﾞｰ活用 

ラフスケッチ 
デジタル 

モックアップ 
詳細図面 試作 テスト 

原価企画 

供給網 
設計 

例えば… 

段取り 切削 研磨 検査 組立 調整 検査 

例えば… 

性能目標設計/PFMEA 

工場A 工場B 工場C 

競争領域 ：徹底的に競争力を磨く 

非競争領域 ：徹底的に効率化を進める 

競争領域と非競争領域がまだら模様で混在 
自社にとっての競争領域と非競争領域を明確に
分解 

非競争領域の標準化を進めるのがインダストリー
4.0 

ESOは非競争領域を中心に成長 
日本は競争領域と非競争領域の分解が苦手、
最大限に国際標準を活用する必要がある 

 自社内資源の活用 
 外部資源の活用 
 アウトソース 

PFMEA : Process Failure Mode & Effect Analysis 
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５－７．バリューチェーンのデコンストラクション（分解再構成） 

 デジタルプラットフォームを活用することによる生産プロセスの分解、最構築は既に始
まっている。 

 部分的な活用は既に行われているが、IoT/3DCADによるデジタルプラットフォーム化が 
これを加速している。 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

構想設計 要件定義 基本設計 出図 0次試作 試作/ﾃｽﾄ DR 設備調達 量産試作 調達 生産 

量産試作 調達 量産 商品企画 開発／設計 試作／評価 

設備調達 生産設備設計 

コンセプト/仕様 
最終品質 
チェック 

生産技術 

設計の 
最終化 

3D CAD 
DFMEA/ 

DFM/DFA 

試作品の 
作成 

様々な 
テスト条件 
の構築 

安全性 
検査・ 
規制準拠 

サプライヤ 
選定 

原価計算 

設備設計 設備製造 

委託生産 

自社 

ESO 

ライン 
ビルダー 

OEM 

出所）NRI India ESO調査をもとに作成 

DFMEA : Design Failure Mode and Effect Analysis 
DFM : Design For Manufacturability 
DFA : Design For Assembly 
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５－８．製品開発プロセスの再構築 

 ESOを活用して膨大な部品のモジュール化し、開発のプラットフォーム化を実現。 

 設計方式そのものを変革し、モジュールの再利用率を高め、設計効率を向上させる。 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

出所）NRI India ESO調査をもとに作成 

製品A 製品B 製品C 製品D 

全製品共通 備品・消耗品 

基本共通だが 
各製品で差異有 

パッケージング 

製品ごとに 
別々 

ドア 

ボディ 

空洞 内装 タブ 動力 

冷却 
システム 

気流 
システム 

ラック 水力学 

熱源 
冷却 
システム 

水力学/ 
ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ 

洗浄機能 

シーリング 冷凍機能 システム カウンター 

仕切り ヒートポンプ 

制御 乾燥機能 

部品のモジュール化／デジタル化 

新規開発の 
要求定義 

ライブラリ 
検索 

選択した部品 
プロファイルを 

適用 

選択した部品 
の統合 

プラットフォームを活用した開発スキーム 

設計プラットフォーム構築 

CADモデルの標準化 

ライブラリ 
システムの 

構築 

サプライヤー 
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５－6．デジタルプラットフォーム経済圏 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 

デジタルプラットフォーム 
A社 

B社 C社 

製品ロードマップの統合 
商品・企画開発の権限承認構造の標準化 
設計製造の主体、権限、承認構造の標準化 
設計～量産化プロセスの標準化 
設計承認～量産承認のための評価基準標準化 
量産の海外展開方式の標準化 
サプライヤー評価･支援方式の標準化 

組織化とルール化そして実践 

５０％ 
７５％ 

１００％ 

 デジタルプラットフォームは単なるデジタルネットワークでは無い 

 海外企業は組織とルールの標準化を徹底して、デジタル環境下で実践して確立。 

 競争領域を守りながら、非競争領域のオープン化を進める 

インダストリー4.0対応 

2012 

2015 

2018 

プロセス・ルールの標準化 

連携/権限の標準化 

自動化率 

例）B社中国工場 

現場重視の日本
の製造業はどう
すべきか？ 
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５－７．我が国の課題 

 1990年代以降我が国の製造業は相対的に競争力を下げてきている。 

 ＩｏＴや製造のデジタル化の流れの中で、技術力は十分に高いのに、ＩＴの使い方に課題
を抱えたままこれを解決出来ずにいる。 

 ガラパゴス化に象徴されるように、独自技術や独自規格を国際標準に押し上げる力が
不足している。 

 それは、オープン化の進め方や、競争領域と非競争領域の分解が、何故か「上手では
ない」ということに加え、「現場重視」という言葉に引きずられ、必要な領域ですら標準
化にてこずる文化を変えきれない、ことが原因となっている。 

 デジタルエコノミーの世界においては、こういった弱点を認識した上で、競争力を強化し
ていく必要がある。 

 デジタルは本質的には標準化、アナログをデジタルでくるんで標準への摺り合わせを可
能にしていく必要がある。 

 国際標準を最大限使い、成熟化したパッケージソフトを最大限使う、海外のやり方にも
う一度学ぶ必要がある。その上で現場を生かす日本型を再構築。 

 インダストリー4.0やインダストリアルインターネットコンソーシアムとの連携をその第一ス
テップとしていく必要がある。 

５．デジタルエコノミー世界における企業競争力 




